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縁切りの神様に会える宇美神社
リリヤ・ハキモヴァ

　縁を切りたいと思ったことがありますか。
　人生の寂しさの中に自分がいる時でさえ、意外と切りたい柵も一つや二つ出てくるもので
す。それは人であったり、自分の癖、病気や仕事の問題などであったりなんでもありです。
　「縁を切り身を清めることでこれらを断ち切り新たな人生を前向きに歩んでいく」
　そんな事もあるね、と初めて縁切り神社の存在を知って少し驚きました。
　そういう神社が気になって、縁切りの神様で知られている出雲市平田町の宇美神社に参
拝しに行ってみようと思いました。
　そこでイザナギとイザナミという夫婦の神様の話を聞きました。お互いのことが大好きな
二柱は共に国造りに関わって沢山の神様を生み出しました。でもある日、イザナミは火の神
様を生み、大火傷をしてしまい亡くなりました。
　イザナギは大変悲しみ、死の黄泉の国へイザナミを迎えに行きました。そこではイザナミ
に会えましたがイザナミはもう黄泉の国の食べ物を口にしたため姿が変わり、戻れなくなっ
てしまいました。
　イザナギは黄泉の国から逃げ去って現世との境でイザナミとの永遠の別れをしました。
　そこで宇美神社に祀られているコトサカノオノミコトが生まれました。「コトサカ」は「関係
を裂く」という意味を表し、縁切りと浄化を象徴しています。
　宇美神社のあらゆるところに出雲の民俗芸術である一式飾りがあります。お皿や茶わん
などで作られた人形で、神様の依り代になるために置いています。全部で28体の小さな一

式飾りがあって、それを探して歩くのも一つの楽しみです。
　この神社の参拝方法は、他の神社と同じで二回お辞儀をして柏手を二回打ち、一回お辞
儀をするというやり方です。
　縁切りの仕方としては木札を手に入れて「我」のところに自分の名前を書いて「切」のとこ
ろに縁を切りたい物を書き、「結」のところに縁を結びたい物を書きます。「切」と「結」の間の
折り目で真っ二つに割ります。
　「切」の木札に息を吹きかけて縁切り箱に入れ本殿の裏側を時計回りに通って縁結神社
に行きます。そこでは「結」の木札を拝殿に置いて参拝し、木札とセットになっている袋に入
れてお守りとして身につけます。
　私ももちろん参拝して木札に自分の想いを書いてみました。気づいたら時間が少し経っ
てから悩んでいたことに関してはそんなに気にならなくなってきました。
　そこは神様のお陰なのか自分の努力なのかと聞かれても知る由もないですね。やっぱり
自分の意志がないと前に進まないし、何も起きないと思います。たまには心の想いを込めて
その思っていることを、やりたいこと、やりたくないことをはっきり口にすることが大事なので
はないでしょうか。自分とちゃんと向き合ってから、世界と向き合うことです。
　そんな自分との向き合いを宇美神社から始めてみませんか。
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　　你有想过将缘分斩断吗？ 

　　就算人生寂寞孤独，也会意外有那么一两个想要斩断的缘

分。这种缘分可能是与某个人有关，也可能是指自己的陋习，或

是疾病，或是工作上的难题，什么都有可能。

　　「斩断缘分一身轻，迈向积极崭新的人生」

　　当我听说还有这样理念的神社时，有点吃惊。

　　于是，便想要去以斩缘之神而著名的出云市平田町宇美神

社参拜一番了。

　　在宇美神社，我听说了关于伊弉诺、伊弉弥夫妻的神话故

事。他们夫妻二人非常恩爱，孕育出了众多建造国家的神灵。但

是有一天，伊弉弥生育火神时不幸被大火烧伤，失去了生命。

　　伊弉诺悲痛欲绝，遂前往黄泉之国，想要迎接伊弉弥。结

果，他虽然见到了伊弉弥，但是伊弉弥因食用了黄泉的食物，改

变了模样，再也回不去了。

　　见到此状的伊弉诺从黄泉之国逃走，从此和伊弉弥永世相隔。

　　此后，便诞生了一位叫做事解男命的神灵。“事解”就是关

系破裂的意思，象征着断缘和净化。

宇美神社供奉的就是事解男命。

　　在宇美神社的各个地方，都装

点着 “一式装饰”。“一式装饰”是出

云的民俗艺术，用盘子、茶碗等做成

人形玩偶，让神灵附身在此。神社内

的“一式装饰”共有28个，边寻找边

散步也是参观的乐趣之一。

　　宇美神社的参拜方法和其他神

社一样，都是先鞠躬两次，然后拍手两次，再鞠躬一次。

　　将神社的木牌拿在手中，在“我”的地方写上自己的名字，

在“切”的地方写上想要斩断缘分的事物，在“结”的地方写上想

要结缘的事物，然后将木牌拿在手中，从“切”和“结”的中间处

把木牌一掰为二。

　　对着“切”的木牌吹一口气，放进断缘箱内。再从本殿后面

顺时针绕至结缘神社。把“结”的木牌放在殿上参拜后，放入配

套的小袋子里，当作护身符带在身上。

　　当然，我也进行了参拜，并试着在木牌上写下了自己的心

绪。等回过神来时发现时间已经流逝，那些烦心事似乎变得没

那么重要了。

　　这究竟是神社显灵，还是自己的努力？虽然不得而知，但

是可以肯定的是，万事没有决心就不会前进，也就什么都不会

发生。偶尔像这样，将藏在心中的想法、自己想做的事、不想做

的事清楚地表达出来也是很重要的。好好面对自己的内心，才

能好好面对世界。

　　从宇美神社开始，来面对自己的内心吧！

青

Liliya Khakimova

在宇美神社相遇断缘之神
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  在宇美神社相遇断缘之神

神

Map

Shimane
Here

A magazine about  Shimane Prefecture, Japan

Vol.40

Oliver Marshall Felipe NascimentoLee Jung-HyunDonovan GotoLiu LishaGuo NanLiliya Khakimova



木
綿
街
道
の
記
憶

木
綿
街
道
の
記
憶

木綿街道の記憶 郭　楠
　立春の翌日。曇りのち雪。島根県の東部に位置する出雲市平田町の中心部にあ
る木綿街道へ取材にやってきた。木綿街道と呼ばれるこの場所は、江戸時代から
明治時代にかけて木綿の集散地として栄えた町だそうだ。穏やかな雰囲気の通り
を歩くと、黒瓦や白壁、格子窓の連なる二階建の妻入り造りという平田の独特な
建築様式が目に留まった。造り酒屋や醤油店、生姜菓子店などの老舗が軒を並べ
て、昔の面影を感じられた。
　日本語の文字の「木綿」を中国語で発音すれば、中国語の「木棉（mù mián）」の
発音と同じなので、多くの中国人に「木棉花（mù mián huā）」という花を想像され
るかもしれないが、実は、この「木綿」は日本では中国語の棉のことを指している。
でも、この辺は木綿畑も見えないし、街道に立って辺りを見渡すと、建物の前や商
家の店内に3本ぐらいの綿の花を飾っている他に、木綿とつながりがある物はな
かった。では、どうしてこの通りに「木綿」の名前をつけたのか？疑問を持ちながら、
木綿街道振興会の平井敦子さんに伺った。
　平田と木綿の出合いは江戸時代のことだったそうだ。平田町には東に面した宍
道湖と、東西に貫く船川があった。江戸時代、松江藩の新田政策によって、1600年

代に38年をかけて、宍道湖の一部を埋め立て、米を作ることになった。しかし、宍
道湖は汽水湖で水に塩が混ざっているので、塩害のため良い田んぼができな
かった。塩を抜くためアルカリ性の土壌を好む綿を植えてみたら、たくさんの実が
できたので、木綿栽培に切り替えた。1700年頃、木綿栽培は爆発的に広がった。
松江藩からの応援で、平田木綿は大阪や京都で良質の木綿として高く評価され、
遠方との取引が行われるようになった。それにより、木綿の集散地として多くの船
が往来し、賑やかな市場町として発展し、木綿業を中心とした商人らによる文化
の全盛時代を迎えたそうだ。そのような歴史から、この通りは木綿流通の道として

「木綿街道」と呼ばれるようになった。
　ところが、1888年に綿の輸入の関税が廃止された。関税が廃止されることで安
い海外の綿と紡績機械が日本に入ってきた。日本の物は高いし、また、日本で栽培
した綿の繊維が短いため、海外から入ってきた長い繊維用の紡績機械では良い
糸にならないため、機械化に乗れず、綿の取引が急激に下火になった。その後は、
木綿に代わって、養蚕が行われ、生糸に転換して紡績工場ができ、仕事は木綿か
ら絹に変わり、木綿に関するものは全部この町から消えてしまった。今は2001年
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に命名された「木綿街道」の名前とこの通りだけが残っている。
　なるほど。かつてこの辺りは一面に広がる白い木綿畑があったのか。この町に
商人の呼び声や織機の織り音、そして、埠頭の運搬労働者が休憩しながら話をす
る声が聞こえるように、賑やかな町並みのイメージが頭に浮かんできた。この木綿
街道はきっと住民に愛されているのだろう。木綿は町の繁栄から衰退への歴史を
見守ってくれただけでなく、貧しかった庶民の生活を向上させたので、人々は木綿
に特別な感情を持ってきたのではないかと思う。一方、木綿街道はお礼として、百
年以上の歴史がある商家や古民家が昔の姿のまま、木綿街道を訪れる人々にこ
の歴史を伝えるために静かに待っているのだろうか、と私は思っている。
　お昼の時間だ。交流館のごはん屋で「棉の花」定食を注文した。待っている間
に、中庭の地面に白い木綿畑のように積もる雪に目を留めた。いつの間にか、大
雪が降ってきた。窓の外の雪の花は大きな綿のようにはらはらと降っている。目の
前の景色を見て、自分の世界が段々静かになってきていた。ずっとこのままリラッ
クスしたいなぁ～お茶と本、静かで、清浄で、もう離れたくなくなった。
木綿街道は歴史や魅力満載の素敵な穴場スポットだと思う。もし、あなたがもう繁

華な都市に飽きていたら、あるい
は、山や川など美しい景色を遍歴
していたら、ただ穏やかな雰囲気
で、しっとりと落ち着いた古い町
を楽しんでみたくなったら、木綿
街道をぜひ訪ねてください。

●Japanese
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記
郭 楠（Guo Nan）

木绵街道的记忆

　　立春的第二天，阴转雪。我们一行人来到了位于岛根县东

部出云市平田町的木绵街道。据说这条叫做木绵街道的老街曾

是江户到明治时期因棉花的聚集地而发展起来的一条繁荣的

街道。走在这条街道上，目光所及之处的黑瓦、白墙和格子门窗

的两层建筑是平田独特的建筑风格，街上整齐排列的百年老字

号酿酒庄、酱油店和姜糖铺等商铺和古民居，让人感受到整条

街的古朴氛围和当年的历史面貌。

　　提到“木绵”，也许会让很多中国人想到木棉花。然而，此

“木绵”非彼“木棉”，“木绵”在日本指的是棉花。可是，我并没有

在街道的周边看到棉花田，街上除了每个建筑前或商铺内插有

两、三支棉花枝外，再无与棉花有关的元素了。那么这条街道为

什么会用棉花来命名呢？木绵街道振兴会的平井敦子女士向

我们娓娓道来木绵街道的历史。

　　据说平田与棉花是在江户时期相遇结缘的。平田曾是东部的

宍道湖和贯穿东西的船川的水运要冲。江户时期，根据松江藩推行

的新田政策，17世纪初开始，历经38年填埋了宍道湖周边部分土地

开垦种植大米。但由于宍道湖是水中含有盐分的汽水湖，土地因盐

害不能种出很好的水田，于是尝试种植喜好碱性土壤的棉花，结果

栽培出了大量的优质棉花，从此棉花开始被大面积栽培，并呈现出

了爆发性的增长。在松江藩的大力支持和精心指导下，当地优质的

棉花在大阪和京都等地受到了高度好评，同时也争取到了来自更多

远方的交易。于是，这里因众多商船往来逐渐发展成为了一条繁华

的市场小镇，以棉花为中心的商人迎来了文化的全盛时期。因为

这里是棉花流通的街道，所以被人们称为了“木绵街道”。

　　但是，为什么现在在街上找不到棉花的影子呢？这要从废

除棉花进口关税说起。1888年日本废除了棉花进口关税，海外便

宜的棉花和纺织机引进到了日本。由于日本产的棉织品原本就

贵，再加上其种植的棉花纤维比较短，无法适应海外进口的长纤

维用的纺织机，因此严重影响了棉纺织品机械化的进程，于是日

本国内的棉花种植和贸易就此迅速消失了。在这之后，养蚕代替

了种植棉花，再后来转换成生丝、建纺织工厂，人们的工作从种

植棉花变成了纺织丝绸。最终，关于棉花的一切从平田消失了，

只留下了为了纪念当时因棉花繁盛起来而命名的“木绵街道”。

　　原来是这样啊！原来这里曾经有过一片片广阔的棉花

田！我的脑海中不禁浮现出一个熙熙攘攘、热闹非凡的场景。

仿佛能听到街上热闹的叫卖声、织布机的踏板声、还有码头棉

花搬运工人坐在成堆的棉花袋子上休息聊天的声音。我想这里

的人们一定深爱着这条街道，因为它不仅见证了平田从繁荣到

衰落的历史，还给当时人们贫困的生活带来了很大改善。与此

同时，作为对他们的感谢，木绵街道上拥有上百年历史的姜糖

铺、酱油店、绸缎庄、还有那些古民居，用它们被保留下来的珍

贵的存在，默默地为人们讲述木绵街道古朴而悠久的历史。

　　午餐时，我点了一份叫做“棉花”的定食，一边望着窗外的

日本庭院里如同棉花田的积雪，一边静静地等待。不知从何时

雪越下越大，大片大片的雪花像棉花一样簌簌地落下，如此纯

白、绵软、寂静。看着看着，我的世界也渐渐安静了下来。好想沉

醉在这里～一壶茶、一本书，清净、宁和、不愿离去。。。

　　木绵街道，一个既小众又充满魅力的街道。如果你看腻了

繁华浮躁的都市,如果你走遍了山川秀丽的美景,如果你只想

在一条有故事的老街闲庭信步、治愈自己，那么，欢迎你来木

绵街道！
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かった。塩を抜くためアルカリ性の土壌を好む綿を植えてみたら、たくさんの実が
できたので、木綿栽培に切り替えた。1700年頃、木綿栽培は爆発的に広がった。
松江藩からの応援で、平田木綿は大阪や京都で良質の木綿として高く評価され、
遠方との取引が行われるようになった。それにより、木綿の集散地として多くの船
が往来し、賑やかな市場町として発展し、木綿業を中心とした商人らによる文化
の全盛時代を迎えたそうだ。そのような歴史から、この通りは木綿流通の道として

「木綿街道」と呼ばれるようになった。
　ところが、1888年に綿の輸入の関税が廃止された。関税が廃止されることで安
い海外の綿と紡績機械が日本に入ってきた。日本の物は高いし、また、日本で栽培
した綿の繊維が短いため、海外から入ってきた長い繊維用の紡績機械では良い
糸にならないため、機械化に乗れず、綿の取引が急激に下火になった。その後は、
木綿に代わって、養蚕が行われ、生糸に転換して紡績工場ができ、仕事は木綿か
ら絹に変わり、木綿に関するものは全部この町から消えてしまった。今は2001年
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に命名された「木綿街道」の名前とこの通りだけが残っている。
　なるほど。かつてこの辺りは一面に広がる白い木綿畑があったのか。この町に
商人の呼び声や織機の織り音、そして、埠頭の運搬労働者が休憩しながら話をす
る声が聞こえるように、賑やかな町並みのイメージが頭に浮かんできた。この木綿
街道はきっと住民に愛されているのだろう。木綿は町の繁栄から衰退への歴史を
見守ってくれただけでなく、貧しかった庶民の生活を向上させたので、人々は木綿
に特別な感情を持ってきたのではないかと思う。一方、木綿街道はお礼として、百
年以上の歴史がある商家や古民家が昔の姿のまま、木綿街道を訪れる人々にこ
の歴史を伝えるために静かに待っているのだろうか、と私は思っている。
　お昼の時間だ。交流館のごはん屋で「棉の花」定食を注文した。待っている間
に、中庭の地面に白い木綿畑のように積もる雪に目を留めた。いつの間にか、大
雪が降ってきた。窓の外の雪の花は大きな綿のようにはらはらと降っている。目の
前の景色を見て、自分の世界が段々静かになってきていた。ずっとこのままリラッ
クスしたいなぁ～お茶と本、静かで、清浄で、もう離れたくなくなった。
木綿街道は歴史や魅力満載の素敵な穴場スポットだと思う。もし、あなたがもう繁

華な都市に飽きていたら、あるい
は、山や川など美しい景色を遍歴
していたら、ただ穏やかな雰囲気
で、しっとりと落ち着いた古い町
を楽しんでみたくなったら、木綿
街道をぜひ訪ねてください。
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記
郭 楠（Guo Nan）

木绵街道的记忆

　　立春的第二天，阴转雪。我们一行人来到了位于岛根县东

部出云市平田町的木绵街道。据说这条叫做木绵街道的老街曾

是江户到明治时期因棉花的聚集地而发展起来的一条繁荣的

街道。走在这条街道上，目光所及之处的黑瓦、白墙和格子门窗

的两层建筑是平田独特的建筑风格，街上整齐排列的百年老字

号酿酒庄、酱油店和姜糖铺等商铺和古民居，让人感受到整条

街的古朴氛围和当年的历史面貌。

　　提到“木绵”，也许会让很多中国人想到木棉花。然而，此

“木绵”非彼“木棉”，“木绵”在日本指的是棉花。可是，我并没有

在街道的周边看到棉花田，街上除了每个建筑前或商铺内插有

两、三支棉花枝外，再无与棉花有关的元素了。那么这条街道为

什么会用棉花来命名呢？木绵街道振兴会的平井敦子女士向

我们娓娓道来木绵街道的历史。

　　据说平田与棉花是在江户时期相遇结缘的。平田曾是东部的

宍道湖和贯穿东西的船川的水运要冲。江户时期，根据松江藩推行

的新田政策，17世纪初开始，历经38年填埋了宍道湖周边部分土地

开垦种植大米。但由于宍道湖是水中含有盐分的汽水湖，土地因盐

害不能种出很好的水田，于是尝试种植喜好碱性土壤的棉花，结果

栽培出了大量的优质棉花，从此棉花开始被大面积栽培，并呈现出

了爆发性的增长。在松江藩的大力支持和精心指导下，当地优质的

棉花在大阪和京都等地受到了高度好评，同时也争取到了来自更多

远方的交易。于是，这里因众多商船往来逐渐发展成为了一条繁华

的市场小镇，以棉花为中心的商人迎来了文化的全盛时期。因为

这里是棉花流通的街道，所以被人们称为了“木绵街道”。

　　但是，为什么现在在街上找不到棉花的影子呢？这要从废

除棉花进口关税说起。1888年日本废除了棉花进口关税，海外便

宜的棉花和纺织机引进到了日本。由于日本产的棉织品原本就

贵，再加上其种植的棉花纤维比较短，无法适应海外进口的长纤

维用的纺织机，因此严重影响了棉纺织品机械化的进程，于是日

本国内的棉花种植和贸易就此迅速消失了。在这之后，养蚕代替

了种植棉花，再后来转换成生丝、建纺织工厂，人们的工作从种

植棉花变成了纺织丝绸。最终，关于棉花的一切从平田消失了，

只留下了为了纪念当时因棉花繁盛起来而命名的“木绵街道”。

　　原来是这样啊！原来这里曾经有过一片片广阔的棉花

田！我的脑海中不禁浮现出一个熙熙攘攘、热闹非凡的场景。

仿佛能听到街上热闹的叫卖声、织布机的踏板声、还有码头棉

花搬运工人坐在成堆的棉花袋子上休息聊天的声音。我想这里

的人们一定深爱着这条街道，因为它不仅见证了平田从繁荣到

衰落的历史，还给当时人们贫困的生活带来了很大改善。与此

同时，作为对他们的感谢，木绵街道上拥有上百年历史的姜糖

铺、酱油店、绸缎庄、还有那些古民居，用它们被保留下来的珍

贵的存在，默默地为人们讲述木绵街道古朴而悠久的历史。

　　午餐时，我点了一份叫做“棉花”的定食，一边望着窗外的

日本庭院里如同棉花田的积雪，一边静静地等待。不知从何时

雪越下越大，大片大片的雪花像棉花一样簌簌地落下，如此纯

白、绵软、寂静。看着看着，我的世界也渐渐安静了下来。好想沉

醉在这里～一壶茶、一本书，清净、宁和、不愿离去。。。

　　木绵街道，一个既小众又充满魅力的街道。如果你看腻了

繁华浮躁的都市,如果你走遍了山川秀丽的美景,如果你只想

在一条有故事的老街闲庭信步、治愈自己，那么，欢迎你来木

绵街道！
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　　酒、生姜糖、酱油——在充满历史气息的安静的出云市平

田町，有这样三种味道传承至今，称赞着这里丰富的历史与人

文。2月上旬，我和国际交流员同事们一起来到了“木绵街道”，

拜访了三家传统老铺，体验了日本饮食文化的精髓之味。

　　我们首先拜访的是平田仅此一家的造酒屋——“酒持田本

店”。提起日本饮食文化，就会想起日本酒。据说，岛根与日本酒

渊源颇深。走近木绵街道，不禁觉得这里作为日本酒的起源地

再合适不过了。很多人都认为日本酒发祥于岛根，在1200余年

前的《出云国风土记》中，就记载了180位神灵聚集在佐香（现出

云市的佐香神社）造酒的神话故事。供奉酒神的佐香神社如今

就在距离木绵街道驱车数十分钟的地方。

　　迎接我们的是酒造家的第五代

传人、店主持田先生。他带领我们参

观了造酒厂，这家造酒厂建于明治10

年，已被认定为国家文化遗产。

　　如果花500日元，就可以边听持田

先生的详细介绍，边试饮3个品种的

酒。专业的他会根据每个人喜好，从20

品味传统　木绵街道

多款酒中找出最适合你的那款酒。就连喝不惯日本酒的人，也能从

中找到自己喜欢的味道。我们第一杯试饮的是纯米吟醸酒，叫做

「佐香锦（SAKANISHIKI）」。浓醇的香味恰到好处，味道非常柔和。

　　为了证明酒的多样性，我又试饮了持田先生推荐的“出云神庭

（IZUMOKANBA）”。这款酒用紫米酿造而成，所以是粉色的。虽然

酒精度数较高，但是喝下的瞬间先是感到明显的甘甜，随后，淡淡

的米香在口中柔和地化开，后味则是酸甜之味。第三杯酒，我则按

照 自 己 的 喜 好 ，选 择 了 用 江 户 时 代 酒 方 酿 造 的“ 山 废

（YAMAHAI）”。本以为江户的酒方会让口感粗糙，但没想到其实口

感很平衡。持田先生说，这是因为长时间的发酵中和了酒刚做好时

的涩感。店内还有梅酒等酒类，如果来木绵街道，绝不可错过。

　　紧接着，我们又拜访了木绵街道最古老的家族产业——

“来间屋生姜糖本铺”。这家店创立于正德５年（1715年），是制

作姜糖的世家。作为木绵街道的代表之味，至今已传承了300余

年。进店的瞬间，生姜香气扑鼻而来。第11代传人、店主来间先

生来跟我们问好。在这里，游客只需400日元，就可以听取店铺

的历史和姜糖的制法，并试吃新鲜出锅的热腾腾的姜糖。

　　让我感到佩服的是，300年间姜糖的制法从未改变。来间姜

糖 只 使 用 砂 糖 、生 姜 两 种 食 材 ，生 姜 选 自 当 地 的“ 出 西

（SHUSAI）生姜”， 独特的甜味刚好与辛辣中和。将此生姜研磨

榨汁，在热水中融化，再加入国产的白糖，用炭火进行加热，最

后再灌进铜制模具中进行冷却。虽然看起来食材普通、做法简

单，但是听完来间先生的介绍，我不禁想称这块姜糖为艺术品

了——注入了代代相传的经验，饱含了传统之爱的艺术品。

　　接下来就是试吃环节了。拿在手中的姜糖仿佛宝石一样闪

烁着光芒。即使是遍吃美味点心的我，也不禁被它感动了。姜糖

的口感很好，先是高级的甜渐渐在唇齿间融化，然后还能品尝

到生姜的清爽和辛辣。来间先生说，生姜为糖增添了味觉的深

度——“生姜不是主角，而是出色的配角”。

　　此外，店内还销售各类抹茶，包装设计跟刚开店的时候几

乎一样。我想，喝茶小憩时搭配一块来间姜糖应该会非常合适。

　　木绵街道味觉之旅的最后一站，是有120余年历史的酱油

制造商——“冈茂一郎商店”。刚进店门，热情开朗的冈先生（现

任第八代传人）就招呼我们围桌坐下，桌上摆好了飘香四溢的

酱油。在这里，可以免费体验试吃酱油。

　　冈先生介绍说，酱油大致分为5种，分别是常见的“浓口”酱

油、清淡稍咸的“淡口”酱油、日本中部地区制作的浓稠的“溜醤

油”、最清淡的“白酱油”、以及日本全国只有冈茂一郎商店才制

作的“再调酱油”。

　　酱油的基本做法是先将大豆和小麦混合并加热搅拌，数日后

形成曲。再将盐水注入曲中，形成酱醅。然后发酵酱醅，有时发酵时

间甚至需要好几年。最后，将充分发酵的酱醅进行抽取过滤，得到

母油，将母油再度加热，这样深受大家喜爱的酱油就制作完成了。

　　听完冈先生的说明我才知道，数百年来深受平田人民喜爱

的“再调酱油”的“再调”，意思不是指生鱼片（译者注：“再调”发

音与日语中“生鱼片”发音相同），而是“再调整”的简称。再调酱

油的做法是，在曲中不加入盐水，而是加入酱油，之后再进行发

酵，制作出浓厚、香甜的奢侈版酱油。因为做法耗时耗力，所以

日本国产酱油中采取此做法的不足1%。

　　为了对比味道的差异，我们品尝了桌上的酱油。首先，作为标

准先品尝了超市常见的浓口酱油。些许咸味混合着大豆味道，和一

般酱油基本相同。接下来是冈茂一郎商店的再调辣口酱油，大豆味

道虽然浓厚香醇，但是后味却很清爽，让人感动。冈茂一郎家的甜口

酱油更让我们吃惊，甜味浓厚、高级，口感优秀，简直是至上的美味。

　　参观酱油酿造库需要1000日元。在深约２米的大桶中，放着不

同发酵阶段的酱醅。此外还可以近距离参观过滤和加热母油的机

器。参观结束后，还会获得小瓶装的再调酱油或是酱油冰激淋作为

伴手礼。冈茂一郎商店的酱油之味，无疑改变了我对酱油的印象。

　　在这个飞速发展的世界，木绵街道却因拥有这些传统老铺

而备受瞩目。具有洞察力的匠人们将传统代代相传，竭尽所能，

力求呈现这座城市最完美的味道，吸引很多客人慕名而来。他

们没有华丽的宣传，只是静静讲述着那些有趣的木绵街道的传

统之味。我想，如果能啜饮着酒持田本店的日本酒，品尝着岛根

海里刚捕捞上来的生鱼片，再佐以冈茂一郎商店的高级酱油，

最后用茶和来间屋的姜糖来作为一餐的收尾——该是多么美

好的享受！大家也快来品尝一下木棉街道的魅力吧！

伝統を味わう 木綿街道 オリバー・マーシャル
　酒、生姜糖、醤油。出雲市平田町にある歴史あふれる静かな町では、どんなに時間が経っ
ても町に生き続ける三つの味が、豊かな歴史と文化をみごとに体現している。2月上旬に同
僚の国際交流員と一緒に「木綿街道」に行き、日本食文化の真髄を伝える味を、家業で作る
3ヶ所を訪ねてみた。
　まず訪問したのは平田にある唯一の造り酒屋「酒持田本店」。日本食文化といえば日本酒
―島根が酒造りの原点として大きな関わりがあると言われている。木綿街道めぐりでは、こ
こが最適な出発地点ではないかと感じた。実は島根県が日本酒の発祥地だと主張する人も
多い。1200年以上前に編纂された「出雲国風土記」の中に、180の神様が佐香（現在の出雲
市にある佐香神社）で集まり酒造りをした、という神話がある。このお酒の神を祭る佐香神社
は木綿街道から車で数十分離れたところにある。
　酒造家5代目の店主である持田さんに迎えられた。明治10年に建てられ、国の文化財に
指定された酒造場の案内をしてもらった。
　500円の料金で、持田さんの詳しい説明を聞きながら3種類のお酒の利き酒を楽しむこ
とができる。20種類以上の中から専門家による一人一人の好みに合わせておすすめのお
酒を紹介してもらえるので、日本酒に馴染みがない人でも好きな味が見つかると私は信じ
ている。最初の試飲として、「佐香錦（さかにしき）」という純米吟醸酒が出された。香り高く、
すばらしく柔らかい味がした。
　お酒の多様性を証明するかのように、おすすめされた「出雲神庭（いずもかんば）」を試飲

してみた。持田さんによると、お酒が桃色である理由は「紫黒米」を使用しているからだとい
う。アルコール度数が比較的高かったのに試飲した瞬間にはっきりと甘く、お米の軽い味が
ふわっと口の中で広がり、歯切れがよく甘酸っぱい後味がした。最後の一杯には、私が興味
で選んだ江戸時代のレシピで作られた「山廃（やまはい）」を飲んでみた。江戸時代の作り方
を聞いたので、荒々しい酒を想像したが、非常にバランスがよく、驚いた。これはお酒を熟成
することで、新酒の渋さを緩和しているからと持田さんが言った。梅酒も含めお酒の品種が
数多く、雰囲気に満ちた酒持田本店は、木綿街道に行くなら必須の老舗である。
　続いて、木綿街道の最古の家業「来間屋生姜糖本舗」を訪問した。正徳5年（1715年）に
創業され、来間家が300年以上、木綿街道の代表的な味である生姜糖を作ってきた。この
老舗に入った瞬間、美味しそうな生姜の匂いに囲まれ、11代目の店主、来間さんと挨拶し
た。観光客は400円でお店の歴史と製法を聞き、出来立てほやほやの生姜糖を試食する
ことができる。
　この生姜糖の製法は300年間変わらないままであるということを聞いて感銘を受けた。来
間家の生姜糖は、砂糖と生姜、たった2つの食材を使用している。地産の「出西（しゅっさい）
生姜」が使われ、独特な甘さと辛さのバランスがよいのではないかと来間さんは説明した。
生姜をすりおろし、搾ることで「生姜汁」が出る。これをお湯に溶かした国産上白糖に加え、
炭火で加熱し、銅の型に注いで冷ます。とてもシンプルな食材と製法に見えるが、来間さん
の話を聞いて、私が芸術品と呼びたくなったほどの生姜糖は、何代にもわたっての経験、伝

統への愛情が込められたおかげで出来上がったものとよく分かった。
　作り立ての生姜糖を食べてみた。手で持つと、宝石のようにきらめいた。今まで人生で
美味しいお菓子をたくさん食べてきた私でも、素晴らしく感動した。気持ちのよい歯ごた
えから、だんだん口の中に溶けて上品な甘さが広がり、その後に生姜の爽やかな辛さを
味わえた。砂糖に味の深みを与える生姜について、「生姜は主役ではなく、名脇役だ」と来
間さんは言った。
　抹茶味など様々な商品があり、パッケージのデザインは創業以来基本的に変わらないま
ま伝えられてきた。お茶の休憩をするなら、来間屋生姜糖本舗の生姜糖はとてもよく合うと
信じている。
　木綿街道の味めぐりの終点として、120年以上歴史のある醤油の醸造元「岡茂一郎商店」
に行ってみた。お店に入ったら、陽気な岡さん（現在8代目）はテーブルの周りに私たちを集
めた。そのテーブルの上に、食欲をそそる醤油の香りが満ちていた。無料で醤油のテイス
ティングが楽しめる。
　醤油には5つの種類があると岡さんが説明した:よく見られる「濃口」、より軽くて少ししょっ
ぱさ強めの「薄口」、主に中部地方で作られる濃厚な「たまり醤油」、一番軽い「白醤油」、と岡
茂一郎商店の専門であり全国でわずかしか作られない「さしみ醤油」。
　醤油の基本的な作り方はまず、大豆と小麦を加熱し混ぜ合わせる。数日間かけて麹（こう
じ）をつくる。これに食塩水を加え「諸味（もろみ）」ができる。場合により何年間もかけてゆっ
くりと熟成させる。十分に発酵した諸味を絞り、この「きあげ醤油」をもう一回加熱したら、皆
の愛する醤油が出来上がる。
　岡さんの説明を聞いて分かったのは、何百年にわたり平田地域で一般的に好まれる「さ

しみ醤油」には特徴がある。「さしみ」というのは刺身に使用することを指すのではなく、実は
「再仕込み」の略語である。再仕込み醤油は食塩水の代わりに、できあがった醤油をもう一
度諸味に加えじっくりと熟成することで、濃く、旨味、甘味のあるリッチな醤油だ。かなり時間
と手間がかかる製法なので、国産の醤油の1％以下しかこのように作られるものはない。
　味を比較するために、テーブルにある醤油を試した。まず基準としてスーパーでよく見
かける普通の濃口醤油を試してみた。少ししょっぱく、大豆の味で、今まで食べた醤油と同
じだった。続いて、岡茂一郎商店の再仕込みの辛口醤油を試したが、感動した。濃厚な大
豆の味が口の中に広がり、旨味が満ちたさっぱりした良い後味を持つ。最後に岡茂一郎
の甘口の方を試し、かなり驚いた。濃く、豪華な甘さと良い舌触りで、最高級の旨味が印象
的だった。
　1000円で醤油蔵を見学することもできる。深さ約2メートルの大きな桶の中に、様々な熟
成の段階にある諸味、それを絞ったり加熱したりする機械も近くで見られた。見学が終わる
と、お土産として再仕込み醤油の小さい瓶か醤油アイスをもらう。岡茂一郎商店の幅広い醤
油の味は、私の醤油に対する印象を間違いなく変えてくれたと思う。
　展開が速い世の中、木綿街道は、伝統を尊重する老舗があるからこそ注目されていると
思う。何代にもわたり洞察力のある職人が努力を尽くし、完璧に美味しいこの町の味を、
遥々遠くから味わいに来る人も少なくない。木綿街道で受け継がれてきた味の芸術品につ
いて面白い話を聞いたが、派手な売り込みの口上は一切なかった。酒持田本店の日本酒を
少しずつ飲みながら、島根県の海の採れたての刺身を岡茂一郎商店の高級な醤油につけ
て味わう、終わりにお茶と来間屋生姜糖本舗の生姜糖をいただくという、私には楽しい想像
ができる。皆さんもこの魅力的な町の味をぜひエンジョイしてみてください。

味
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　　酒、生姜糖、酱油——在充满历史气息的安静的出云市平

田町，有这样三种味道传承至今，称赞着这里丰富的历史与人

文。2月上旬，我和国际交流员同事们一起来到了“木绵街道”，

拜访了三家传统老铺，体验了日本饮食文化的精髓之味。

　　我们首先拜访的是平田仅此一家的造酒屋——“酒持田本

店”。提起日本饮食文化，就会想起日本酒。据说，岛根与日本酒

渊源颇深。走近木绵街道，不禁觉得这里作为日本酒的起源地

再合适不过了。很多人都认为日本酒发祥于岛根，在1200余年

前的《出云国风土记》中，就记载了180位神灵聚集在佐香（现出

云市的佐香神社）造酒的神话故事。供奉酒神的佐香神社如今

就在距离木绵街道驱车数十分钟的地方。

　　迎接我们的是酒造家的第五代

传人、店主持田先生。他带领我们参

观了造酒厂，这家造酒厂建于明治10

年，已被认定为国家文化遗产。

　　如果花500日元，就可以边听持田

先生的详细介绍，边试饮3个品种的

酒。专业的他会根据每个人喜好，从20

品味传统　木绵街道

多款酒中找出最适合你的那款酒。就连喝不惯日本酒的人，也能从

中找到自己喜欢的味道。我们第一杯试饮的是纯米吟醸酒，叫做

「佐香锦（SAKANISHIKI）」。浓醇的香味恰到好处，味道非常柔和。

　　为了证明酒的多样性，我又试饮了持田先生推荐的“出云神庭

（IZUMOKANBA）”。这款酒用紫米酿造而成，所以是粉色的。虽然

酒精度数较高，但是喝下的瞬间先是感到明显的甘甜，随后，淡淡

的米香在口中柔和地化开，后味则是酸甜之味。第三杯酒，我则按

照 自 己 的 喜 好 ，选 择 了 用 江 户 时 代 酒 方 酿 造 的“ 山 废

（YAMAHAI）”。本以为江户的酒方会让口感粗糙，但没想到其实口

感很平衡。持田先生说，这是因为长时间的发酵中和了酒刚做好时

的涩感。店内还有梅酒等酒类，如果来木绵街道，绝不可错过。

　　紧接着，我们又拜访了木绵街道最古老的家族产业——

“来间屋生姜糖本铺”。这家店创立于正德５年（1715年），是制

作姜糖的世家。作为木绵街道的代表之味，至今已传承了300余

年。进店的瞬间，生姜香气扑鼻而来。第11代传人、店主来间先

生来跟我们问好。在这里，游客只需400日元，就可以听取店铺

的历史和姜糖的制法，并试吃新鲜出锅的热腾腾的姜糖。

　　让我感到佩服的是，300年间姜糖的制法从未改变。来间姜

糖 只 使 用 砂 糖 、生 姜 两 种 食 材 ，生 姜 选 自 当 地 的“ 出 西

（SHUSAI）生姜”， 独特的甜味刚好与辛辣中和。将此生姜研磨

榨汁，在热水中融化，再加入国产的白糖，用炭火进行加热，最

后再灌进铜制模具中进行冷却。虽然看起来食材普通、做法简

单，但是听完来间先生的介绍，我不禁想称这块姜糖为艺术品

了——注入了代代相传的经验，饱含了传统之爱的艺术品。

　　接下来就是试吃环节了。拿在手中的姜糖仿佛宝石一样闪

烁着光芒。即使是遍吃美味点心的我，也不禁被它感动了。姜糖

的口感很好，先是高级的甜渐渐在唇齿间融化，然后还能品尝

到生姜的清爽和辛辣。来间先生说，生姜为糖增添了味觉的深

度——“生姜不是主角，而是出色的配角”。

　　此外，店内还销售各类抹茶，包装设计跟刚开店的时候几

乎一样。我想，喝茶小憩时搭配一块来间姜糖应该会非常合适。

　　木绵街道味觉之旅的最后一站，是有120余年历史的酱油

制造商——“冈茂一郎商店”。刚进店门，热情开朗的冈先生（现

任第八代传人）就招呼我们围桌坐下，桌上摆好了飘香四溢的

酱油。在这里，可以免费体验试吃酱油。

　　冈先生介绍说，酱油大致分为5种，分别是常见的“浓口”酱

油、清淡稍咸的“淡口”酱油、日本中部地区制作的浓稠的“溜醤

油”、最清淡的“白酱油”、以及日本全国只有冈茂一郎商店才制

作的“再调酱油”。

　　酱油的基本做法是先将大豆和小麦混合并加热搅拌，数日后

形成曲。再将盐水注入曲中，形成酱醅。然后发酵酱醅，有时发酵时

间甚至需要好几年。最后，将充分发酵的酱醅进行抽取过滤，得到

母油，将母油再度加热，这样深受大家喜爱的酱油就制作完成了。

　　听完冈先生的说明我才知道，数百年来深受平田人民喜爱

的“再调酱油”的“再调”，意思不是指生鱼片（译者注：“再调”发

音与日语中“生鱼片”发音相同），而是“再调整”的简称。再调酱

油的做法是，在曲中不加入盐水，而是加入酱油，之后再进行发

酵，制作出浓厚、香甜的奢侈版酱油。因为做法耗时耗力，所以

日本国产酱油中采取此做法的不足1%。

　　为了对比味道的差异，我们品尝了桌上的酱油。首先，作为标

准先品尝了超市常见的浓口酱油。些许咸味混合着大豆味道，和一

般酱油基本相同。接下来是冈茂一郎商店的再调辣口酱油，大豆味

道虽然浓厚香醇，但是后味却很清爽，让人感动。冈茂一郎家的甜口

酱油更让我们吃惊，甜味浓厚、高级，口感优秀，简直是至上的美味。

　　参观酱油酿造库需要1000日元。在深约２米的大桶中，放着不

同发酵阶段的酱醅。此外还可以近距离参观过滤和加热母油的机

器。参观结束后，还会获得小瓶装的再调酱油或是酱油冰激淋作为

伴手礼。冈茂一郎商店的酱油之味，无疑改变了我对酱油的印象。

　　在这个飞速发展的世界，木绵街道却因拥有这些传统老铺

而备受瞩目。具有洞察力的匠人们将传统代代相传，竭尽所能，

力求呈现这座城市最完美的味道，吸引很多客人慕名而来。他

们没有华丽的宣传，只是静静讲述着那些有趣的木绵街道的传

统之味。我想，如果能啜饮着酒持田本店的日本酒，品尝着岛根

海里刚捕捞上来的生鱼片，再佐以冈茂一郎商店的高级酱油，

最后用茶和来间屋的姜糖来作为一餐的收尾——该是多么美

好的享受！大家也快来品尝一下木棉街道的魅力吧！

伝統を味わう 木綿街道 オリバー・マーシャル
　酒、生姜糖、醤油。出雲市平田町にある歴史あふれる静かな町では、どんなに時間が経っ
ても町に生き続ける三つの味が、豊かな歴史と文化をみごとに体現している。2月上旬に同
僚の国際交流員と一緒に「木綿街道」に行き、日本食文化の真髄を伝える味を、家業で作る
3ヶ所を訪ねてみた。
　まず訪問したのは平田にある唯一の造り酒屋「酒持田本店」。日本食文化といえば日本酒
―島根が酒造りの原点として大きな関わりがあると言われている。木綿街道めぐりでは、こ
こが最適な出発地点ではないかと感じた。実は島根県が日本酒の発祥地だと主張する人も
多い。1200年以上前に編纂された「出雲国風土記」の中に、180の神様が佐香（現在の出雲
市にある佐香神社）で集まり酒造りをした、という神話がある。このお酒の神を祭る佐香神社
は木綿街道から車で数十分離れたところにある。
　酒造家5代目の店主である持田さんに迎えられた。明治10年に建てられ、国の文化財に
指定された酒造場の案内をしてもらった。
　500円の料金で、持田さんの詳しい説明を聞きながら3種類のお酒の利き酒を楽しむこ
とができる。20種類以上の中から専門家による一人一人の好みに合わせておすすめのお
酒を紹介してもらえるので、日本酒に馴染みがない人でも好きな味が見つかると私は信じ
ている。最初の試飲として、「佐香錦（さかにしき）」という純米吟醸酒が出された。香り高く、
すばらしく柔らかい味がした。
　お酒の多様性を証明するかのように、おすすめされた「出雲神庭（いずもかんば）」を試飲

してみた。持田さんによると、お酒が桃色である理由は「紫黒米」を使用しているからだとい
う。アルコール度数が比較的高かったのに試飲した瞬間にはっきりと甘く、お米の軽い味が
ふわっと口の中で広がり、歯切れがよく甘酸っぱい後味がした。最後の一杯には、私が興味
で選んだ江戸時代のレシピで作られた「山廃（やまはい）」を飲んでみた。江戸時代の作り方
を聞いたので、荒々しい酒を想像したが、非常にバランスがよく、驚いた。これはお酒を熟成
することで、新酒の渋さを緩和しているからと持田さんが言った。梅酒も含めお酒の品種が
数多く、雰囲気に満ちた酒持田本店は、木綿街道に行くなら必須の老舗である。
　続いて、木綿街道の最古の家業「来間屋生姜糖本舗」を訪問した。正徳5年（1715年）に
創業され、来間家が300年以上、木綿街道の代表的な味である生姜糖を作ってきた。この
老舗に入った瞬間、美味しそうな生姜の匂いに囲まれ、11代目の店主、来間さんと挨拶し
た。観光客は400円でお店の歴史と製法を聞き、出来立てほやほやの生姜糖を試食する
ことができる。
　この生姜糖の製法は300年間変わらないままであるということを聞いて感銘を受けた。来
間家の生姜糖は、砂糖と生姜、たった2つの食材を使用している。地産の「出西（しゅっさい）
生姜」が使われ、独特な甘さと辛さのバランスがよいのではないかと来間さんは説明した。
生姜をすりおろし、搾ることで「生姜汁」が出る。これをお湯に溶かした国産上白糖に加え、
炭火で加熱し、銅の型に注いで冷ます。とてもシンプルな食材と製法に見えるが、来間さん
の話を聞いて、私が芸術品と呼びたくなったほどの生姜糖は、何代にもわたっての経験、伝

統への愛情が込められたおかげで出来上がったものとよく分かった。
　作り立ての生姜糖を食べてみた。手で持つと、宝石のようにきらめいた。今まで人生で
美味しいお菓子をたくさん食べてきた私でも、素晴らしく感動した。気持ちのよい歯ごた
えから、だんだん口の中に溶けて上品な甘さが広がり、その後に生姜の爽やかな辛さを
味わえた。砂糖に味の深みを与える生姜について、「生姜は主役ではなく、名脇役だ」と来
間さんは言った。
　抹茶味など様々な商品があり、パッケージのデザインは創業以来基本的に変わらないま
ま伝えられてきた。お茶の休憩をするなら、来間屋生姜糖本舗の生姜糖はとてもよく合うと
信じている。
　木綿街道の味めぐりの終点として、120年以上歴史のある醤油の醸造元「岡茂一郎商店」
に行ってみた。お店に入ったら、陽気な岡さん（現在8代目）はテーブルの周りに私たちを集
めた。そのテーブルの上に、食欲をそそる醤油の香りが満ちていた。無料で醤油のテイス
ティングが楽しめる。
　醤油には5つの種類があると岡さんが説明した:よく見られる「濃口」、より軽くて少ししょっ
ぱさ強めの「薄口」、主に中部地方で作られる濃厚な「たまり醤油」、一番軽い「白醤油」、と岡
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これからの木綿街道
　立春を迎え、余寒が訪れた日、私たちは出雲市平田町の昔と今が残る「木綿
街道」を訪問した。一般社団法人木綿街道振興会の平井さんと「木綿街道交流
館」で会って木綿街道を一緒に歩き、ガイドしてもらった。この交流館は木綿街
道のガイド及び体験観光に対応してくれる所である。
　木綿街道には創業100年を超えるお店が並んでいて昔の趣を感じられると
同時に空家の古民家を改装した新しいお店も目につく。特に、閑静な街にお
しゃれな若い女性たちが待ち並んでいるオシャレなレストランがあった。私た
ちは予約をしておいたおかげで待たずに食事をすることができた。コスパが良
い美味しいイタリアンコース料理で目と口が幸せになる時間を過ごせた。この
レストラン「Trattoria814」の店長は他の地域の出身だが、木綿街道の老舗の
職人精神に負けないほど料理に熱心な方だという評判を聞いた。
　古民家を活かした新しいお店は私たちが食事した「Trattoria814」だけでは
なく、松江藩御用達だった‘平田うどん`を受け継ぐ「文吉たまき」（このうどんは
平田地域固有で油の代わりに卵を入れた手延べうどんだ）。土日祝日のみ営
業しているカフェ「Horizon珈琲」、築250年の旧酒蔵を最小限の修復にとど

め、昔そのままを残した宿「NIPPONIA出雲平田木綿街道」、紙の造形作家が
営む独創的な製本の店で、自分だけのオリジナルノートを作ることができる

「吾郷屋」などがあった。
　この街のお店や住民には木綿街道の古いものを保存するだけではなく、古
いものを保存しながら持続可能な新しい価値観を取り入れようとする共通の
哲学があるそうだ。 
　木綿街道の哲学を人々に知ってもらい、保存するため、住民やボランティア
で構成された人々は空き古民家を修理する際、掃除や工事に参加したり、ワー
クショップやシンポジウムの開催などを行政の支援無しに行っている。空き古
民家に同じ価値観を追求できる店が生まれ、観光振興や訪問客増加を図るた
め、様々なイベントを開催している。また、木綿街道を受け継ぐ次世代の育成
や文化継承をするため、小中高校の授業への協力や大学と研究活動を行って
いる。平井さんの説明と写真の中に、多くの人が大きな愛情を持って木綿街道
の保全のため、努めていることが感じられた。
　平井さんに木綿街道のこれからのための価値観について聞いてまとめてみた。

●Japanese

～「木綿街道」のこれからのために～
　第一に、町並み景観の保存と調和のため、古くからあるものを最大に生かし
ながら、新しい価値観に合うものを追加すること。
　第二に、昔から受け継いでいる家業やまちづくりに関わる従業者がこれま
でのように職人精神や意志を失わずに丁寧にやり続けることができる環境を
守っていくこと。
　第三に、木綿街道の真の価値を理解する方々に丁寧なおもてなしをし、
それぞれの誠実な仕事ぶりを観る為に観光客が訪れる所になるようにす
ること。
　最後に、周りに流されず、目的に向かって一つ一つのことについて最も良い
選択が何かを考え続け、「私たちの目的」を町の未来に繋いでいくこと。
　現在、営業中のお店の他にも新しい宿、カフェなどもオープンする予定だそ
うだ。新しい所は新しい人の流入をもたらすと思われる。しかし、単に多くの人
が訪れる普通の観光地にはなって欲しくないという。木綿街道で働いてきた
人々の業務の妨げにならない範囲で、木綿街道の追求している価値観を理解

してくれる人々に訪れてほしいそうだ。
　私は彼らの哲学の中で、「周りに流されずに目的に向かっていく」というとこ
ろが気に入った。「鵜の真似する烏」ということわざのように売れている所と比
較し、無理矢理に合わせて真似してみようとすることより、周りに流されず、そ
の精神がよく受け継がれていくように、その価値を分かってくれる人々に愛さ
れる場所になることを願う。このように考えている人が増え、かつて明治時代、
木綿の交易で栄えていた時の姿を取り戻してほしい。ここを守り続けるために
常に最善を尽くされるに違いない。木綿街道の未来が期待される。
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　　在春回大地、寒意尚存的一天，我们走访了出云市平田町

保留着昔日面貌的“木绵街道”。我们来到为观光游客提供接待

和体验的木绵街道交流馆，与木绵街道振兴会的平井女士碰面

后，一起走在木绵街道上，听平井女士介绍木绵街道的情况。

　　木绵街道两侧整齐排列着创业百年以上的店铺，在街上走

能感受到昔日街道古朴的韵味，同时也能看到由闲置的古民居

改造的新店。尤其是幽静的街道上有一家时髦的年轻女性排队

等候的时尚餐厅。由于我们提前进行了预约，所以不用等候就可

以进去吃饭了。这里既美味、性价比又高的意大利料理让我们的

眼睛和嘴巴度过了幸福的时光。这家名为“Trattoria 814”餐厅的
　　这条街上的店铺和居民有一个共同的哲学，就是不仅要

保存木绵街道上原有的古老的东西，还要融入可持续发展的

新价值观。

　　为了让人们了解和保存木绵街道的哲学，在没有行政支

援的情况下，很多居民和志愿者积极地参与了闲置古民居的

修缮、清扫和装修工作，还举办了工作坊和研讨会等。在闲置的

古民居里产生了追求相同价值观的店铺，为了振兴旅游和增

加访客，他们经常组织各式各样的活动。此外，为了传承木绵街

道的文化和增强孩子们对木绵街道悠久文化的认识，他们协

助小学、初中和高中授课、并与大学合作开展研究活动。从平井

女士的讲解和展示的照片中，我感受到无数人用爱心为保护木

绵街道做着努力。

　　于是，我向平井女士询问了木绵街道未来发展的价值取向。

　　~为了 “木绵街道” 今后更好的发展~

　　第一，为了保存和协调街道景观，最大限度地保留原有的

风貌，同时增加符合新价值观的元素。

　　第二，继承和发扬工匠精神，保护让人们心情愉悦的、认真

地工作环境。

　　第三，对理解木绵街道真正价值的游客给予细致的接待，

争取成为是为了看这里的敬业精神而来的地方。

　　最后，不随波逐流，朝着目标不断地思考所做每件事最好

的选择，将“我们的目标”与平田町的未来连接起来。

　　据说现在除了正在营业的店铺外，还有新的旅馆和咖啡

店打算开张。新的地方会带来新的游客的流入。但是，这里不想

成为很多人访问的普通的观光地，他们希望那些既不妨碍木绵

街道人们工作、又能理解木绵街道追求的价值观的人们来访。

　　我很欣赏他们“不随波逐流地朝着目标前进”的哲学精神。

就像“模仿鸬鹚的乌鸦”这句谚语一样，与热门的旅游地相比，

与其勉强模仿，不如不去随波逐流，而将自身传统的精神传承

下去，成为懂其价值的人所喜爱的地方。我希望这样想的人会

越来越多，希望木绵街道会再现明治时代曾因棉花交易而繁荣

时的面貌。为了继续守护这里，他们一定会竭尽全力。木绵街道

的未来令人期待。

李姃炫(Lee Jung-Hyun)

未来的木绵街道

イ・ジョンヒョン
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店长虽然不是本地人，但是听说他是一个热衷于烹饪的人，他对

美食的热情一点也不亚于木绵街道老字号的工匠精神。

　　有效地利用古民居翻新改造的新店，不仅有我们刚刚就餐

过的“Trattoria 814”餐厅，还有继承了松江藩官方指定的 “平田

乌冬面”的面馆“文吉玉木”，这是平田地区特有的用鸡蛋代替

油的手抻乌冬面；不仅有只在周末和节假日营业的咖啡店

“Horizon咖啡”和在有250年历史的旧酒窖原貌的基础上最低

限度修复的旅馆“NIPPONIA出云平田木绵街道”，还有造纸作

家经营的一家独创的、能自己制作特色笔记本的笔记本制作店

“吾乡屋”等等。
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　　~为了 “木绵街道” 今后更好的发展~

　　第一，为了保存和协调街道景观，最大限度地保留原有的

风貌，同时增加符合新价值观的元素。

　　第二，继承和发扬工匠精神，保护让人们心情愉悦的、认真

地工作环境。

　　第三，对理解木绵街道真正价值的游客给予细致的接待，

争取成为是为了看这里的敬业精神而来的地方。

　　最后，不随波逐流，朝着目标不断地思考所做每件事最好

的选择，将“我们的目标”与平田町的未来连接起来。

　　据说现在除了正在营业的店铺外，还有新的旅馆和咖啡

店打算开张。新的地方会带来新的游客的流入。但是，这里不想

成为很多人访问的普通的观光地，他们希望那些既不妨碍木绵

街道人们工作、又能理解木绵街道追求的价值观的人们来访。

　　我很欣赏他们“不随波逐流地朝着目标前进”的哲学精神。

就像“模仿鸬鹚的乌鸦”这句谚语一样，与热门的旅游地相比，

与其勉强模仿，不如不去随波逐流，而将自身传统的精神传承

下去，成为懂其价值的人所喜爱的地方。我希望这样想的人会

越来越多，希望木绵街道会再现明治时代曾因棉花交易而繁荣

时的面貌。为了继续守护这里，他们一定会竭尽全力。木绵街道

的未来令人期待。

李姃炫(Lee Jung-Hyun)

未来的木绵街道

イ・ジョンヒョン
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店长虽然不是本地人，但是听说他是一个热衷于烹饪的人，他对

美食的热情一点也不亚于木绵街道老字号的工匠精神。

　　有效地利用古民居翻新改造的新店，不仅有我们刚刚就餐

过的“Trattoria 814”餐厅，还有继承了松江藩官方指定的 “平田

乌冬面”的面馆“文吉玉木”，这是平田地区特有的用鸡蛋代替

油的手抻乌冬面；不仅有只在周末和节假日营业的咖啡店

“Horizon咖啡”和在有250年历史的旧酒窖原貌的基础上最低

限度修复的旅馆“NIPPONIA出云平田木绵街道”，还有造纸作

家经营的一家独创的、能自己制作特色笔记本的笔记本制作店

“吾乡屋”等等。
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縁切りの神様に会える宇美神社
リリヤ・ハキモヴァ

　縁を切りたいと思ったことがありますか。
　人生の寂しさの中に自分がいる時でさえ、意外と切りたい柵も一つや二つ出てくるもので
す。それは人であったり、自分の癖、病気や仕事の問題などであったりなんでもありです。
　「縁を切り身を清めることでこれらを断ち切り新たな人生を前向きに歩んでいく」
　そんな事もあるね、と初めて縁切り神社の存在を知って少し驚きました。
　そういう神社が気になって、縁切りの神様で知られている出雲市平田町の宇美神社に参
拝しに行ってみようと思いました。
　そこでイザナギとイザナミという夫婦の神様の話を聞きました。お互いのことが大好きな
二柱は共に国造りに関わって沢山の神様を生み出しました。でもある日、イザナミは火の神
様を生み、大火傷をしてしまい亡くなりました。
　イザナギは大変悲しみ、死の黄泉の国へイザナミを迎えに行きました。そこではイザナミ
に会えましたがイザナミはもう黄泉の国の食べ物を口にしたため姿が変わり、戻れなくなっ
てしまいました。
　イザナギは黄泉の国から逃げ去って現世との境でイザナミとの永遠の別れをしました。
　そこで宇美神社に祀られているコトサカノオノミコトが生まれました。「コトサカ」は「関係
を裂く」という意味を表し、縁切りと浄化を象徴しています。
　宇美神社のあらゆるところに出雲の民俗芸術である一式飾りがあります。お皿や茶わん
などで作られた人形で、神様の依り代になるために置いています。全部で28体の小さな一

式飾りがあって、それを探して歩くのも一つの楽しみです。
　この神社の参拝方法は、他の神社と同じで二回お辞儀をして柏手を二回打ち、一回お辞
儀をするというやり方です。
　縁切りの仕方としては木札を手に入れて「我」のところに自分の名前を書いて「切」のとこ
ろに縁を切りたい物を書き、「結」のところに縁を結びたい物を書きます。「切」と「結」の間の
折り目で真っ二つに割ります。
　「切」の木札に息を吹きかけて縁切り箱に入れ本殿の裏側を時計回りに通って縁結神社
に行きます。そこでは「結」の木札を拝殿に置いて参拝し、木札とセットになっている袋に入
れてお守りとして身につけます。
　私ももちろん参拝して木札に自分の想いを書いてみました。気づいたら時間が少し経っ
てから悩んでいたことに関してはそんなに気にならなくなってきました。
　そこは神様のお陰なのか自分の努力なのかと聞かれても知る由もないですね。やっぱり
自分の意志がないと前に進まないし、何も起きないと思います。たまには心の想いを込めて
その思っていることを、やりたいこと、やりたくないことをはっきり口にすることが大事なので
はないでしょうか。自分とちゃんと向き合ってから、世界と向き合うことです。
　そんな自分との向き合いを宇美神社から始めてみませんか。

●Japanese

　　你有想过将缘分斩断吗？ 

　　就算人生寂寞孤独，也会意外有那么一两个想要斩断的缘

分。这种缘分可能是与某个人有关，也可能是指自己的陋习，或

是疾病，或是工作上的难题，什么都有可能。

　　「斩断缘分一身轻，迈向积极崭新的人生」

　　当我听说还有这样理念的神社时，有点吃惊。

　　于是，便想要去以斩缘之神而著名的出云市平田町宇美神

社参拜一番了。

　　在宇美神社，我听说了关于伊弉诺、伊弉弥夫妻的神话故

事。他们夫妻二人非常恩爱，孕育出了众多建造国家的神灵。但

是有一天，伊弉弥生育火神时不幸被大火烧伤，失去了生命。

　　伊弉诺悲痛欲绝，遂前往黄泉之国，想要迎接伊弉弥。结

果，他虽然见到了伊弉弥，但是伊弉弥因食用了黄泉的食物，改

变了模样，再也回不去了。

　　见到此状的伊弉诺从黄泉之国逃走，从此和伊弉弥永世相隔。

　　此后，便诞生了一位叫做事解男命的神灵。“事解”就是关

系破裂的意思，象征着断缘和净化。

宇美神社供奉的就是事解男命。

　　在宇美神社的各个地方，都装

点着 “一式装饰”。“一式装饰”是出

云的民俗艺术，用盘子、茶碗等做成

人形玩偶，让神灵附身在此。神社内

的“一式装饰”共有28个，边寻找边

散步也是参观的乐趣之一。

　　宇美神社的参拜方法和其他神

社一样，都是先鞠躬两次，然后拍手两次，再鞠躬一次。

　　将神社的木牌拿在手中，在“我”的地方写上自己的名字，

在“切”的地方写上想要斩断缘分的事物，在“结”的地方写上想

要结缘的事物，然后将木牌拿在手中，从“切”和“结”的中间处

把木牌一掰为二。

　　对着“切”的木牌吹一口气，放进断缘箱内。再从本殿后面

顺时针绕至结缘神社。把“结”的木牌放在殿上参拜后，放入配

套的小袋子里，当作护身符带在身上。

　　当然，我也进行了参拜，并试着在木牌上写下了自己的心

绪。等回过神来时发现时间已经流逝，那些烦心事似乎变得没

那么重要了。

　　这究竟是神社显灵，还是自己的努力？虽然不得而知，但

是可以肯定的是，万事没有决心就不会前进，也就什么都不会

发生。偶尔像这样，将藏在心中的想法、自己想做的事、不想做

的事清楚地表达出来也是很重要的。好好面对自己的内心，才

能好好面对世界。

　　从宇美神社开始，来面对自己的内心吧！

青

Liliya Khakimova

在宇美神社相遇断缘之神

一个古今合璧的地方
 　 　 －－木绵街道

木绵街道的记忆

 品味传统　木绵街道

 未来的木绵街道

  在宇美神社相遇断缘之神
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